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○ 凍結路面のスリップ防止（早朝、夜間、日陰等の凍結路面に注意）
○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）
○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意
脇道から乗用車・人が出てくるかも知れません

冬道での追い越しは事故に直結 危険な追い越し 生命の危険
冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

路面状況の変化に注意 日中に雪解けが進み、夜間凍結

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

「構内」事故の防止 （バック事故多発・・・後方の安全確認）

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

車間距離を十分に 追突を未然に防止

「マイカー通勤」の車にはねられ死亡
2億円の損害賠償請求

高校生の遺族が運転男性を提訴
マイカー通勤を許可した会社に対しても、訴えを起こす

２０１８／１／１１（木） ０：５１
３年前、滋賀県でマイカー通勤の車にはねられて死亡した高校生の遺族が、運転していた男性に損害賠償を求

める訴えを起こしました。訴えを起こしたのは、女性（４３）など４人です。３年前、女性の長男で当時高校２年
の男子生徒（当時１６）は、横断歩道を渡っていた際にマイカー通勤の車にはねられて死亡しました。女性らは「
制限速度を２０キロから３０キロ以上超える危険かつ悪質な運転だった」などとして、男性に約２億円の損害賠
償を求めています。
【女性は・・・】
「いまだに謝罪、及び謝罪文は一切ありません。加害者に罪を償っていただいて、誠心誠意謝罪して欲しいと

いうのが遺族の一番の思いです」 女性は去年、マイカー通勤を許可した会社に対しても訴えを起こしています

午後4時 「太陽がまぶしくて見えなかった」
下校途中の小学生4人、車にはねられ軽傷

２０１８／１／１０（水） ２２：３４
１０日午後４時ごろ、埼玉県の県道の信号機がある横断歩道で下校途中の小学生４人が車にはねられました。４人

ともけがの程度は軽く、命に別状はないということです。警察は、車を運転していた６５歳の女性を過失運転致傷
の疑いで現行犯逮捕しました。調べに対し女性は、「太陽がまぶしくて見えなかった」と供述している。

前をよく見ていなかった
伊達 横断歩道や信号がない場所 横断中の80代女性 はねられ死亡

２０１８／０１月１０日 ２１時０１分
１０日午後５時ごろ、伊達市の市道で、女性（８６）が歩いて横断していたところ、軽乗用車にはねられ死亡し

ました。現場は、横断歩道や信号がありませんが、見通しの良い直線道路で、警察は、軽乗用車を運転していた
女性容疑者（４２）が前をよく見ていなかったのが原因とみて、過失運転傷害の疑いでその場で逮捕しました。

石狩生振 アイスバーン 分離帯乗り越え、正面衝突
避けた車も横転、3台絡む事故 30代男性負傷

２０１８／１／１０（水） １１：２７
１０日午前６時３０分ごろ、石狩市生振の国道３３７号で、ＲＶ車が中央分離帯を乗り越えて対向車線に飛び出し、反

対から来たワゴン車と正面衝突しました。さらに、ワゴン車の後ろにいたＲＶ車が、衝突した２台の車を避けよ
うとして横転し、３台が絡む事故になりました。この事故で、正面衝突したＲＶ車を運転していた３０代の男性が
、首に軽いけがをしました。事故当時、路面はアイスバーン状態だった。

圧雪アイスバーンのカーブで、逸脱のトラックと衝突
乗用車の運転者が死亡

２０１８／１／１０（水）
圧雪アイスバーン状態となった路面に新雪が積もると「さらに滑りやすくなる」のだが、そうした場所でトラ

ックと乗用車の正面衝突事故が発生した。対向車線側へ逸脱したのはトラック側だった。
９日午後１０時ごろ、岩手県の国道を走行していた中型トラック（北海道在住６１才）が対向車線側へ逸脱。対向

してきた乗用車と正面衝突する事故が起きた。乗用車の運転者が死亡。警察はトラック運転者を逮捕している。
トラックを運転していたのは北海道に在住する男性で、雪道の運転には慣れていたものと思われる。凍結路や

積雪路の走行に慣れていたとしてもこういう事故を起こしてしまうことはあるわけで、油断は禁物だ。


